
昭

和

二

十

九

年

二

月

五

日

受

領 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

六
）

答

弁

第

六

号 

    

衆
議
院
議
員
伊
東
岩
男
君
提
出
鉄
道
新
線
建
設
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
伊
東
岩
男
君
提
出
鉄
道
新
線
建
設
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

国
有
鉄
道
で
は
、
三
十
線
の
新
線
建
設
の
う
ち
現
在
ま
で
に
工
事
を
完
成
し
て
開
業
せ
る
も
の
四
線
、
一
部
開
業
せ
る

も
の
二
線
、
本
年
度
末
ま
で
に
竣
功
見
込
の
も
の
二
線
が
あ
り
、
昭
和
二
十
九
年
度
に
継
続
と
な
る
も
の
は
二
十
四
線
で

あ
る
。 

昭
和
二
十
九
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
二
十
五
億
円
を
計
上
い
た
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
回
の
財
政
規
模
縮
少
方
針

か
ら
貸
付
金
の
わ
く
も
縮
少
さ
れ
た
の
で
建
設
費
予
算
は
こ
の
程
度
に
圧
縮
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

二 

国
有
鉄
道
は
当
初
老
朽
諸
施
設
の
更
新
、
近
代
化
並
び
に
輸
送
力
増
強
等
の
た
め
に
多
額
の
経
費
を
必
要
と
し
て
お 

り
、
こ
れ
ら
の
財
源
に
苦
慮
し
て
お
る
状
況
で
あ
る
。
鉄
道
新
線
の
建
設
に
は
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る
こ
と
で
あ 

り
、
自
動
車
輸
送
等
に
よ
つ
て
代
替
し
得
ら
れ
る
も
の
も
相
当
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
実
施
に
あ
た
つ
て
は
公

共
性
、
経
済
性
等
工
事
効
果
を
充
分
検
討
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
、
鉄
道
工
事
資
金
全
般
の
効
率
的
運
用
を
図
る
こ
と
と

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 



四 

二
十
九
年
度
に
お
い
て
継
続
と
な
る
新
線
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
方
針
の
決
定
に
よ
つ
て
対
策
が
き
ま
る
わ
け
で
あ 

り
、
事
業
中
止
線
の
生
ず
る
よ
う
な
こ
と
は
、
極
力
こ
れ
を
避
け
る
よ
う
措
置
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

五 

内
海
線
に
つ
い
て
は
、
他
の
建
設
線
と
の
関
連
が
あ
る
の
で
、
建
設
線
に
関
す
る
今
後
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
後
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
を
決
め
た
い
と
思
う
。 

三 
本
年
度
政
府
提
出
予
算
は
二
十
五
億
円
で
あ
る
が
、
二
十
九
年
度
に
お
い
て
継
続
と
な
る
新
線
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

極
力
こ
れ
を
維
持
し
得
る
よ
う
具
体
的
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、
鉄
道
建
設
審
議
会
及
び
各
方
面
と
も
相
談
し
て
最
終
的

に
き
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

六 

昭
和
二
十
七
年
度
か
ら
着
手
し
た
新
線
三
十
線
は
、
当
初
昭
和
三
十
三
年
度
に
大
略
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
今
回

の
予
算
削
減
に
よ
つ
て
完
成
が
延
び
る
こ
と
に
な
る
。 

な
お
、
昭
和
二
十
七
年
度
に
は
、
十
月
に
白
新
線
の
一
部(
新
発
田
―
葛
塚
間
一
二
・
九
キ
ロ)

が
又
三
月
に
江
川
崎
線

(

吉
野
生
―
江
川
崎
間
一
〇
・
二
キ
ロ)

が
開
業
し
て
お
り
、
昭
和
二
十
八
年
度
に
完
成
及
び
完
成
予
定
の
線
路
は
次
の
と 

四 

 



七 

鉄
道
新
線
の
建
設
は
、
な
お
、
相
当
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
建
設
に
は
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す 

こ
の
外
に
一
部
開
業
し
た
も
の
に 

お
り
で
あ
る
。 

昭
和
二
十
九
年
度
内
に
開
業
す
る
路
線
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

宮 

原 

線
（
宝 

泉 

寺
―
宮 
原 
間
） 

二
〇
・
○
キ
ロ
（
昭
和
二
十
九
年
三
月
〃
） 

江 
川 
崎 

線
（
吉 

野 

生
―
江 

川 

崎 

間
） 

一
〇
・
二
キ
ロ
（
昭
和
二
十
八
年
三
月
全
通
） 

松 

前 

線
（
渡
島
大
沢
―
福 

山 

間
） 

 

五
・
六
キ
ロ
（
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
〃
） 

野 

岩 

線
（
荒 

 
海
―
滝 

原 

間
） 

 

八
・
六
キ
ロ
（
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
〃
） 

札 

沼 

線
（
浦 

 

臼
―
雨 

龍 

間
） 
二
六
・
一
キ
ロ
（
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
部
分
開
業
）
が
あ
る
。 

中 

湧 

網 
線
（
中
佐
呂
間
―
下
佐
呂
間
間
） 

一
六
・
三
キ
ロ
（
昭
和
二
十
八
年
十
月
〃
） 

本 

郷 

線
（
布 

 
 

―
加 

計 

間
） 

一
八
・
五
キ
ロ
（
昭
和
二
十
九
年
三
月
開
業
予
定
） 

五 

 



 

六 

る
の
で
、
（
二
）
に
述
べ
た
観
点
か
ら
も
十
分
念
査
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。 

こ
の
新
線
建
設
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
国
有
鉄
道
の
財
政
状
態
に
か
ん
が
み
、
政
府
出
資
の
道
を
開
く
よ
う
、

鉄
道
建
設
審
議
会
よ
り
建
議
も
あ
つ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
国
有
鉄
道
の
独
立
採
算
制
の
た
て
ま
え
も
あ
り
又
国
家
財
政

の
現
状
か
ら
政
府
よ
り
低
利
な
貸
付
金
を
こ
れ
に
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




